
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

商工労働部　商業・金融課　資金融資係

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

現　計
予算額 0 0

補　正
要求額 0 0

0 0

スタートアップサポーター支援事業費補助金

6,000１ 事 業 費  補正要求額 千円)(現計予算額： 0

支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費

 ＜財源内訳＞

財 源 内 訳

事 業 名

0 0 0

（１）要求の趣旨（現状と課題）

6,000

0

使用料 財　産区  分

手数料

0 0 0 0

事業費

0

寄附金

0

一　般
財　源

0

予 算 要 求 資 料

令和４年度９月補正予算

0

0

電話番号：058-272-1111（内3064 ）

E-mail：c11363@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

0 0 0 0

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

0

　現在、県内においても民間企業等によるスタートアップへの支援が盛り上がっている。
しかし、感染規模の非常に大きい新型コロナウイルス感染症第７波は、企業活動に大きな
影響を及ぼし、スタートアップへの支援を牽引してきた企業においても、本業の業績悪化
を理由に支援を控えることが予想される。国の「骨太の方針」においてもスタートアップ
への支援が柱の一つとして掲げられる中、スタートアップへの支援の火を消さないため、
県内で実施されるスタートアップ支援事業に対して補助を行い、スタートアップ支援の減
速を防ぐ必要がある。

　県内でスタートアップ支援イベントを開催する者に対し、その開催にかかる経費に対し
補助を行う。
・対象者：スタートアップ支援団体、民間企業
・補助率　２／３（補助上限　２，０００千円）

決定額

6,000

0



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

（４）事業主体及びその妥当性

決定額の考え方
　実施の緊急性が低いことから計上を見送ります。

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ

6,000

事業内容の詳細

スタートアップサポーター支援事業費補助金

事業内容

なし

　国・他県においても、スタートアップに対する様々な支援を行っている。

 なし。

なし

　例えば愛知県では、県がビジネスプランコンテストを約４８０万、マッチングイベント
を約２，７００万の予算で実施している。岐阜県単独では実施できないこういったスター
トアップ関連イベントを民間で実施するため、県が補助金を支出することは妥当である。

6,000

（３）後年度の財政負担

（２）国・他県の状況

３ 事業費の積算 内訳

補助金

合計

金額

アフターコロナにおいて「清流の国ぎふ」の担い手として期待されるスタートアップの成
長は、県経済の振興に繋がるものであり、県負担は妥当。



■

□

・終期までに何をどのような状態にしたいのか

R4年度
実績

4.90% 6.00%

実績

厳しい経済環境の中、スタートアップを支援する者の負担を軽減し、スタートアップ支
援イベントを開催しやすい環境の維持を図ることによって、スタートアップの育成を図
る。

目標 達成率

82%

（目標の達成度を示す指標と実績）

指標名
事業開始前 R5年度 R6年度 終期目標

(R2)
①岐阜県の開業率

補助率・補助単価等 定額・定率・その他（例：人件費相当額）
（内容） ２／３
（理由） コロナの影響を受けたスタートアップ支援イベント
を開催する者の負担を軽減し、同イベントを継続開催するほ
か、イベント自体の開催促進を行うため、県が一部負担するも
の。

補助効果
スタートアップイベントを開催することで、気運の上昇及びス
タートアップの成長が見込まれる。

終期の設定 終期 未定
（理由） 岐阜県においてスタートアップエコシステムが形成
されるまでは継続が必要。

（事業目標）

補助事業の概要 （目的） スタートアップ支援のイベントを開催する民間企業
等の負担を軽減し、継続開催及び開催の促進を行う。

（内容） スタートアップ支援のイベントを行う者に対し、県
が補助金を支給する。

県 単 独 補 助 金 事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

（事業内容）
補助事業名 スタートアップサポーター支援事業費補助金
補助事業者（団体） スタートアップ支援団体、民間企業

（理由） 現在、民間においてもスタートアップ支援の輪が広
がりつつある。これら支援者はスタートアップや、マッチング
の対象となる既存企業等に関する豊富なネットワークを有し、
効果的な集客が可能である。また、スタートアップ又は金融業
界に対する豊富な知見を持ち、イベント開催後にイベント参加
企業に対して継続的なフォローが実施可能である。
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（補正予算様式１－３）

・事業が直面する課題や改善が必要な事項

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよう
に取り組むのか
　補助を行うことにより、県内におけるスタートアップの機運上昇及びスタートアップ
を育成することにより、県内の経済環境を向上させるため、継続が必要。

（今後の課題）

原油・物価高等の影響がいつまで続くか、規模も含めて不明。経済環境の変化に対応し
て制度の見直しが必要。

（次年度の方向性）

(評価)

令和６年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

(評価) 　民間においてもスタートアップ支援の輪が広がっているが、新型コロナウ
イルス感染症により、幅広い業種で、売上減少や資金繰り悪化など深刻な影
響が生じている。近年、スタートアップへの支援を牽引してきた企業におい
ても、本業の業績悪化を理由に支援を控えることが予想される。反面、国に
おいてもスタートアップ支援を強化する予定であり、支援を望むスタート
アップの増加が見込まれる。

３

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり（単年度目標100％達成かつ他に特筆できる要素あり）
　２：期待どおりの成果あり（単年度目標100％達成）
　１：期待どおりの成果が得られていない（単年度目標50～100％）
　０：ほとんど成果が得られていない（単年度目標50％未満）

(評価)

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

（これまでの取組内容と成果）

令
和
４
年
度

・取組内容と成果を記載してください。

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
５
年
度

令和５年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
６
年
度


